とやま新事業創造基金事業の事務手続きについて

とやま新事業創造基金事業の助成対象者は、今後は下表に従い手続きを進めます。

	№
	手続きの流れ
	留 意 点 等

	１
	助成金の交付決定通知

	注）この通知書は、貴社が助成対象者に決定したことを通知するもので、助成金額の交付を確約するものではありません。この金額は御社のためにとっておきますという通知文書です。
（助成金額の確定は、支払確認検査後になります。）

	２
	事業の実施
	

	３
	変更承認申請
	何らかの理由により、事業内容に変更が出た場合（謝金、旅費、事業費（謝金・旅費以外合計）、試作開発費が予定と20%以上変更がある場合）は、当承認申請を遅くとも３月初旬までに提出してください。
（3月末に提出していただく遂行状況報告（最終版）の提出前に提出しなければならない）

	４
	遂行状況報告

(各年度末)
	・、初年度及び次年度（3年事業の場合）は、事業の遂行状況を、この様式により１月末頃までの分を一旦まとめて提出いただき、チェック・修正進め、3月中旬には完全に書類が完成するくらいの目処にて準備を進めてください。
※ 『変更承認申請』『遂行状況報告』様式（ワード・エクセル形式）は、ＨＰ上からダウンロードできます。　 
http://www.tonio.or.jp/info/toyam-shinjigyo-fund-yoshiki/
・ 報告書には、上記期間における経費の支出状況がわかるものと、支払証拠書類の写しを添付してください。

支出証拠書類は以下のとおりです。（すべて写し）

※詳細は別途資料にて
①見積書、納品書、請求書

②各企業における会計（経理）規定に沿った支出伺等の書類

③ 支払証拠書類

[振込の場合]

・振込依頼書、通帳　等

[現金払いの場合]

・領収書

· 必要に応じて貴事業所を訪問し、報告書に基づき支払確認検査を実施します。


	５
	概算払いの実施
	・各年の３月末までの遂行状況の報告に基づき、概算払額を決定し、概算払を実施（各年4月末頃）



	６
	実績報告

(最終年度末)
	・ 助成事業の予定期間の最終年度においては、3月末までに、所定様式により報告してください。（できるだけ早めに）
※ 『実績報告書』様式（ワード・エクセル形式）は、ＨＰ上からダウンロードできます。　　http://www.tonio.or.jp/info/toyam-shinjigyo-fund-yoshiki/
・ 報告書には、遂行状況の報告の場合と同じく、該当年度における経費の支出状況がわかるものと、支払証拠書類の写しを添付してください。（支出証拠書類も同じく添付）

· 必要に応じて貴事業所を訪問し、報告書に基づき支払確認検査を実施します。

	７
	助成金額の確定及び助成金の交付
	支払確認検査の結果および実績報告書を確認のうえ、助成金額を確定し、指定の口座へ助成金を振り込みます。（４月下旬頃）

	８
	利益状況等報告
	・ 事業終了後5年間毎年春に売上・事業遂行状況を報告してください。

・ その際、当該年度の決算書も提出してください。


※ 交付決定通知書に添付の「助成金の交付に係る条件」を確認のうえ、助成事業の遂行にあたってください。

助成事業に変更がある場合には、必ず事前にご連絡ください。

１．会計処理注意点

(a)支出の際の一連の支払証拠書類（見積書、納品書、請求書等の整備）は、各企業の商習慣に合わせるのではなく、必ず用意してください。

(b)業者への支払いの際の銀行振込手数料等は助成対象とはなりません。
(c)旅費については、各企業の旅費規定に従った支払いについては助成対象となります。なお、規定が無い場合は、仕事における出張として問題のない支出と思われるもの（公共交通機関の利用、並のビジネスホテル利用等）の実費について助成対象となります。

(d)出張旅費を助成対象とする場合、必ず、詳細を記載した復命書（報告書）が必要となります。

(e)謝金等の単価については、その金額の決定理由等も含まれる（講師）招聘起案等が必要です。

(f)補助対象として含まれるかどうか微妙な場合は、必ず事務局に連絡して確認してください。

【書類送付先・お問い合わせ先】


〒930-0866　　富山市高田527番地（情報ビル）


財団法人 富山県新世紀産業機構


取引設備支援課　室田(地域資源)、上村(農商工)


TEL(076)444-5650　FAX(076)444-5642









